
　 

ー
楽
し
く
も
、意
義
あ
る
事
業
を
ー

　
　
　
会
長
　
池 

﨑   

保
　

　

今
年
度
（
５
月
）
、
駒
ヶ
根
協
力
隊
を
育
て
る
会
の
会
長
に
推
挙

さ
れ
、
就
任
し
ま
し
た
池
﨑
保
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

こ
れ
ま
で
青
年
海
外
協
力
隊
と
は
41
年
間
の
外
務
省
奉
職
時
代
、

本
省
の
技
術
協
力
課
で
J
I
C
A
や
青
年
海
外
力
隊
の
事
業
や
予
算

を
担
当
し
、
ま
た
特
に
ア
フ
リ
カ
の
在
外
公
館
に
お
い
て
、
協
力
隊

員
の
受
け
入
れ
や
大
使
公
邸
で
の
報
告
会
・
慰
労
会
の
実
施
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
２
０
年
に
退
官
し
て
、
移
住
者
と
し
て

駒
ヶ
根
市
を
第
二
の
故
郷
と
決
め
て
定
住
し
ま
し
た
が
、
今
度
は
国

内
に
お
い
て
協
力
隊
を
育
て
る
会
と
関
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
こ

と
は
誠
に
奇
縁
と
い
う
他
あ
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
す
で
に
３
年
を
過
ぎ
、
人
の
交
流
、
移
動
が
思
う
に

任
せ
な
い
状
況
下
で
し
た
が
、
昨
年
10
月
、
３
年
ぶ
り
に
協
力
隊
週

間
（
み
な
こ
い
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
）
が
開
催
さ
れ
、
ド
ラ
イ
ブin

シ
ア
タ
ー
や
ペ
ル
ー
料
理
教
室
、
国
際
広
場
で
の
異
国
の
衣
装
を
着

た
パ
レ
ー
ド
や
中
学
生
に
よ
る
S
D
G
s
セ
ミ
ナ
ー
等
が
開
催
さ

れ
、
活
況
を
取
り
戻
せ
た
こ
と
は
実
行
委
員
会
の
活
躍
と
参
加
者
の

熱
意
の
賜
物
と
感
じ
入
り
ま
し
た
。
加
え
て
仕
事
や
勉
強
の
後
、
夜

の
打
ち
合
わ
せ
や
本
番
の
行
事
に
伊
南
地
域
の
方
々
が
笑
顔
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
る
姿
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
駒
ヶ
根
協
力
隊
を
育
て
る
会
」
が
、
伊
南
地
域
に

根
付
き
、
地
域
の
宝
で
あ
る
協
力
隊
訓
練
所
と
協
働
し
な
が
ら
、
伊

南
地
域
の
皆
さ
ん
の
国
際
交
流
や
国
際
理
解
の
た
め
の
諸
活
動
が
活

発
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
世
界
に
向
け
て
の
視
野
を

広
げ
、
地
域
創
生
に
も
繋
が
り
、
楽
し
く
、
未
来
に
開
か
れ
た
ま
ち

づ
く
り
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
40
年
間
育
て
る
会
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩
方

の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
す
る

と
共
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

し
た
暁
に
は
、
協
力
隊
週
間

（
み
な
こ
い
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ

ス
タ
）
の
み
な
ら
ず
、
中
学

生
の
体
験
入
隊
や
隊
員
と
の

交
流
事
業
、
上
伊
那
地
区
の

教
員
研
修
、
小
・
中
学
生
や

大
人
の
国
際
理
解
の
場
の
提

供
等
の
事
業
を
訓
練
所
と
共

に
再
開
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

加
え
て
、
こ
れ
ま
で
訓
練

所
の
あ
る
駒
ヶ
根
市
を
拠
点

 

有
賀
さ
ん
か
ら
池
﨑
さ
ん
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

と
し
て
育
て
る
会
の
活
動
を
伊
南
地
域
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
訓
練
所
や
育
て
る
会
の
長
野
県
で
の
認
知
度
を
更
に
高
く

す
る
た
め
、
楽
し
く
、
意
義
の
あ
る
活
動
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
企

画
・
展
開
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
人
脈
形
成
も
こ
れ
か
ら
で

す
。
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
無
く
し
て
育
て
る
会
は
育
て
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
支
援
す
る
こ
と
は
支
援
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
前
会
長
　
有 

賀 

秀 

樹
　

　

２
０
１
７
年
か
ら
、
５
年
間
、
皆
様
方
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
変
化
の
大
き
な
５
年
間
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
就
任
早
々
の
第
24
回
み
な
こ
い
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
は
大

型
台
風
接
近
に
よ
り
開
催
の
可
否
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
の
中
、
な
ん

と
か
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
19
年
に
は
、
駒
ヶ
根
訓
練
所
40
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
20
年
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
る
、
隊
員
の
任
国
か
ら
の
一

斉
引
き
上
げ
、
派
遣
中
止
・
訓
練
中
止
等
、
協
力
隊
存
続
の
危
機
と

言
え
る
ほ
ど
の
激
変
の
時
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
に
あ
っ

て
も
、
折
々
の
入
所
式
・
修
了
式
に
列
席
し
、
隊
員
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

　

な
に
よ
り
、
私
自
身
が
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
訓
練
所
プ
ロ

グ
ラ
ム
中
の
地
域
実
践
か
ら
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、従
来
あ
っ
た
所
外
活
動
に
変
え
て
、隊
員
候
補
生
が
地
域

に
出
向
き
、実
践
力
向
上
・
地
域
と
の
交
流
・
地
域
活
性
化
を
目
指
す

活
動
で
す
。
10
カ
所
ほ
ど
の
受
け
入
れ
先
で
、祭
り
へ
の
参
加
、商
店

街
活
性
化
、公
民
館
・
外
国
籍
住
民
支
援
等
々
の
活
動
に
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。私
達
の
主
催
し
て
い
る「
学
び
舎
」へ
も
参
加
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。地
域
の
課
題
に
、共
に
向
き
合
う
と
い
う
点
で
大
変
意

義
深
い
も
の
で
す
。地
域
を
歩
き
課
題
を
掘
り
起
こ
し
た
り
、具
体
的

な
仕
事
づ
く
り
を
し
た
り
し
ま
し
た
。一
例
で
は
、高
齢
者
の
悩
み
に

触
れ
、「
私
た
ち
が
駒
ヶ
根
の
孫
に
な
ろ
う
」と
い
う
活
動
に
結
び
付

き
ま
し
た
。候
補
生
に
と
っ
て
も
、地
元
の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、得

る
と
こ
ろ
大
の
活
動
で
す
。こ
の
コ
ラ
ボ
に
参
加
し
た
学
び
舎
の
一

人
は「
候
補
生
の
姿
か
ら
生
き
る
勇
気
を
も
ら
え
た
」「
広
い
視
野
が

す
ご
い
」等
。ま
た
候
補
生
は「
人
と
の
関
係
の
作
り
方
を
学
ん
だ
」

「
支
援
す
る
つ
も
り
が
逆
に
教
え
ら
れ
た
」等
と
語
っ
て
い
ま
す
。お

互
い
を
高
め
あ
う
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。支
援
す
る
こ
と
は
、

一
方
的
な
も
の
で
な
く
相
互
性
の
も
の
だ
と
痛
感
し
ま
す
。現
在
中

断
し
て
い
る
、こ
の
地
域
実
践
の
講
座
が
再
開
さ
れ
る
日
を
、と
て
も

待
ち
遠
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
、
会
員
の
皆
様
、
伊
南
四
市
町
村
の
行
政
の
皆
様
、

地
域
の
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
、
深
く
感
謝
し
退
任

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

第29回 協力隊週間 ～みなこいワールドフェスタ～
実行委員長　坂 元　洋

　「2022年第29回協力隊週間～みなこいワールドフェスタ～」を令和４年10月22日から30日の期間で開催しました。新型コ

ロナウィルスの懸念はありましたが、感染状況は落ち着きつつあると判断し、最終日には、駒ヶ根市の銀座通りで「国際広場」

を開催しました。今回も多くの中学生、高校生、大学生、社会人の方が協力してくれました。

　準備期間中は、新型コロナウィルス感染拡大の心配があり実行委員会メンバーが集う会議がなかなか出来ない中、各部会

（遊び・食・異文化・国際協力・情報・調整）を中心にして進めていきました。昨年に引き続き、協力隊訓練所がある地域だからこ

そ出来る事業にするべく、各企画は「×（掛ける）協力隊」をキーワードとして熟考しました。そしてテーマも昨年同様、「海がな

くても、空港がなくても、ここで見られる世界がある」としました。

　昨年好評であったドライブinシアターを再び実施しながら、新型コロナウィルスに警戒しつつ、人が集う企画である料理教

室、パネルトーク、各国の衣装を着ての写真撮影を開催し、リアルでの体験・発見の場を作り上げました。

　「国際広場」では、恒例だったスタンプラリー、世界の遊び、ワールドレストランに加えて、外国の衣装を着て撮影した異文化

写真展、外国の衣装を着てみんなで歩いたパレードなどを新しく企画しました。

　今回の協力隊週間は今まで以上に、ただ観るだけではない、体験や発見ができる、より楽しめる場になったと思います。

左：有賀前会長　　　右：池﨑会長

パネルトーク&グループディスカッション

地球の料理教室（ペルー料理）

ピニャータ飾り（東中学生制作） 私たちから始めるSDGs（赤穂中学生） 異国の衣装を楽しんだHAPPYみなこいパレード 世界の遊び（ティハール砂絵）

2023. ３. 31 　37 号

＝ 発　行 ＝

駒ヶ根協力隊を育てる会

事務局
〒399-4192 駒ヶ根市赤須町20-1
駒 ヶ 根 市 企 画 振 興 課
電 話  0 2 6 5 - 8 3 - 2 1 1 1
E-mail:kizai@city.komagane.nagano.jp

駒ヶ根

協力隊を

    育てる会NEWS



　
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
学
用
品
を
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
行
う
２

０
２
２
年
秋
募
集 

「
世
界
の
笑
顔
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通
じ
て

世
界
各
地
の
子
ど
も
た
ち
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

●
ブ
ー
タ
ン …

…
 

リ
コ
ー
ダ
ー 

５
本

●
カ
ン
ボ
ジ
ア …

 

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ 

10
台

　
当
会
で
は
、左
記
の
よ
う
な
物
品
の
ご
提
供
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。使
わ
ず
に
し
ま
っ
て
あ
る
物
品
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、市
役
所
企
画

振
興
課（
本
庁
舎
２
階
）で
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
対
象
物
品
〉

書
道
セ
ッ
ト
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
、そ
ろ
ば
ん 

な
ど

※

破
損
や
汚
れ
が
ひ
ど
い
物
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。楽
器
は
ケ
ー
ス

付
き
の
物
の
み
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
受
け
付

け
が
可
能
か
ど
う
か
、
ご

持
参
い
た
だ
く
前
に
左
記

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　JICA海外協力隊は、JICA駒ヶ根訓練所に入所し約60日間の派遣前訓

練を受け世界各地の派遣国へと旅立っていきます。こうした有志ある皆さ

んの訓練所入所を歓迎する意味を

込め、訓練所近辺に激励旗を設置

する活動を行っています。（活動は

年４回程・時間は30分程度）現在、

旗の設置にご協力いただける方を募集しております。ご

協力いただける方は、事務局までご連絡ください。

　2022年、駒ヶ根協力隊を育てる会は設立40周年を迎えまし

た。このことに合わせ、訓練所活用・広報部会を中心に「40

周年記念パネル展示」を制作しました。縦約1.2ｍ、横約

6.7mのパネルには、1983年の発足時からの主な事業や出来事

を文章と写真で紹介しています。パネルは、伊南４市町村を

巡回し、現在は、JICA駒ヶ根青年海外協力隊訓練所で展示さ

れ、JICA海外協力隊として活躍する候補生の皆さん等、多く

の方に当会活動を知っていただく機会となっています。

　新型コロナウイルスはいまだに世の中に暗い影を落と

し続けていますが、JICA駒ヶ根訓練所では2022年度には

新たに４隊次にわたり合計で222名の候補生を受け入れま

した。そして2023年度には、さらに多くの候補生を受け

入れる予定であり、ポストコロナを見据えた事業の正常

化に向けしっかりとその歩みを進めているところです。

　新型コロナウイルスに影響を受けた訓練所の事業は、

なにも候補生の受け入れだけではありません。実は、訓

練所を訪問したいとの要望を長野県はもとより全国の教

育機関等から受けているものの、感染予防の観点からそ

れらの要望になかなか応えることができていないので

す。そのような状況に訓練所スタッフ一同は忸怩たる思いだったのですが、訓練所ス

タッフは情熱と創意工夫のマインドを持ち続け、新型コロナ禍という逆境にめげること

なく、訓練所への訪問再開に向けた施設のリニューアルをコツコツと進めてきました。

駒ヶ根協力隊を育てる会 設立40周年

J ICA駒ヶ根 所長　小 林 丈 通Bienvenue au centre de formation Komagane !

※Bienvenue au centre de formation Komagane !　フランス語で「JICA駒ヶ根へようこそ！」

「駒ヶ根協力隊を育てる会」では、会員を募集しております。ご関心

のある方はお気軽に事務局までお問い合わせください。（会員の方で

令和４年度会費未納の方は、ご協力をお願いします）

■申し込み・問い合せ先
事務局／駒ヶ根市企画振興課
電   話／0265－83－2111（内線 245）
E-mai l ／ kiza i@c ity .komagane.nagano . jp

会員募集中

SDGｓ展示前にて
（訓練所エントランス）

　その内容はというと、まずは訓練所の顔であるエントランス部分の展示スペースを

SDGsに関する情報を知ってもらえる内容にリニューアルしました（写真）。SDGsと開

発途上国の関連性についてのクイズもあり、来訪者の皆さんにはSDGsについて楽しく学

んでいただけると思います。

　また、近い将来、プロジェクターを用いて開発途上国を疑似体験することができるス

ペースがエントランスとVRルームに設置される予定です。これらの新しい施設は、諏

訪市に本社を置くEPSON社からの協力を受けて設けられるものです。スペース全体に

映し出される世界の現場を、ぜひとも訪問される皆さんに体感していただきたいと思い

ます。

　特に、「みなこい地域」の小中学生の皆さんには、在学中に少なくとも一度は訪問して

もらい、地域の皆さんに支えられている駒ヶ根訓練所をもっともっと身近に感じていた

だきたいと考えています。これを読んだ小中学生の皆さん、そして先生方、教育委員会

の皆さん、いつでも訓練所にお越しくださいませ！

※

JICA海外協力隊候補生 JICA駒ヶ根訓練所入所時
の激励旗設置へご協力いただける方を募集！

みなこい出身隊員の活動報告

学
用
品
の
ご
提
供

　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　隊員名 ： 中島 雅樹
　派遣隊次 ： 2019年度３次隊　派遣国 ： ヨルダン　　

　中東ヨルダンに派遣されてから１年と７ヵ月が経ちました。後、数ヵ月で日本への
帰国が迫っており、なんだか寂しい気持ちになりがちな今日この頃です。
　派遣されてからの今日を振り返ってみると私自身たくさんのことを学ばせていた
だきました。派遣当初は中東ということもあり、家族から反対されたこともありました。
普段の日本の日常生活では“中東“というと危ないというイメージが先行しがちだと
思います。しかし、実際にヨルダンに派遣されて、生活してみると人々の優しさやお
もてなしの文化に魅せられることの方が多い気がします。町を歩いてみれば、人々
が気さくに話しかけてくれて、今ではすっかり顔なじみになりました。町全体が一つ
の家族のような温かさがあります。
　私は日本に帰国したら、中東の魅力や海外を知ることの大切さを伝える活動をし
ていきたいと考えています。特にここヨルダンは北海道と同じくらいの面積の国です
が国土の半分が砂漠に覆われています。地方では
今でも砂漠での遊牧民の暮らしの名残が残ってい
ます。アラブの客人に対するおもてなしの文化はこ
の砂漠での生活に一説によると根付いているそう
です。砂漠では一人では生きていくことはできませ
ん。厳しい砂漠だからこそ他者をもてなす文化が
育ったのだと思います。私も実際に何度も家庭にお
邪魔して、おいしいお茶やアラブ料理をごちそうに
なりました。
　中東ヨルダンは“協力隊としての任期が終わった
後もまた何度も訪れたい！“と思わせてくれる国です。

　隊員名 ： 鰍澤 耕平　
　派遣隊次 ： 2022年度２次隊　派遣国 ： ルワンダ

　Muraho！（こんにちは！）私は今、東アフリカにあるルワン
ダ共和国にサッカー隊員として赴任しています。配属先は首
都キガリにあるサッカークラブで、５歳から18歳までの子供
を対象とした技術指導、同僚コーチたちへの指導実践を主
な活動としています。
　ルワンダは、先進国かと思わせるような綺麗に整備された場所もあれば、首都であっても
少し脇道にそれるだけで、赤土と強い日差しを感じるTHEアフリカ！といった面が広がる国で
す。また、ルワンダは治安が良く日々の生活でも危険を感じることはほとんどありません。さら
に赤道に近い国ながら、平均標高が1,600mと高地のため気候も良く快適に生活できます。し
かし、断水や停電が頻繁に起こるなどしっかりとアフリカで暮らしてる事も感じさせてくれます。
　そんな中、実際に活動してみるとフランス語、英語、キニアルワンダ語が入り混じる会議や
グラウンドやボール不足の問題から思ったような活動が出来なかったりと悪戦苦闘していま
す。時間通りに活動が始まった事も片手で数えられる程度しかありません。それでも、多くの
子供たちが試合を見に集まり、目を輝かせながらボールを追いかける姿が自分の原動力と

なっています。
　赴任するまでは、すごく遠くて違う世界だと思っていたアフリカ
ですが、来てみると意外と近くに感じます。しかし、来てみないと
分からない知らない世界もたくさんあります。今まで経験したこ
とがない文化や習慣、風景が目の前に広がる刺激的な毎日です。
まだまだ活動は始まったばかりですが、ルワンダのサッカー界に
貢献すると共に自分に協力隊の道を教えてくれた方々のように、
次は自分が誰かのきっかけとなれるように頑張ります！！
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